
　2021年「周術期における看護倫理と 看護記録」アンケート結果　 参加者：38名（会員：31名　非会員：7名）

アンケート回答：21名　回収率：100％

1．参加者について
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２．講義内容について

＜満足の理由＞

資料がわかりやすい

新たな考え方を聞けたり、これまでの倫理に対する考えや記録の書き方など正しい部分もあったと知ることができた。

今まであまり意識出来てなかった、手術室における看護倫理、看護記録について学ぶことができたから。

午前中も午後もとても分かりやすく、理解できました。

今回の研修を聞き、新たな知見を得られた。さらに今後も継続して学んでいこうと感じた

倫理の講義に関してはとても興味深く、もう少し講義を聞きたかったです。

早い段階方取り入れたいと思うような内容があった。 AM：コーゼーションとエフェクチュエーション PM：オカレンス、手術室でのパス

倫理についても記録についてもある程度知識や内容を理解していましたが、今後より良くするための考え方を教えてもらうことができたため

看護倫理について、教えることが難しいかと感じていたなかで、今回受講してスタッフ教育に活かせると考えたため。 記録に関しては、新たな改善点やスタッフ教育に活かせると考えたため。

実際の現状と照らし合わせながら考えることができたため

倫理に関して、日頃から悩んでいることに対しての取り組みにとても参考になると思いました。

倫理については、日々漠然と考えていたが、自分たちの立場や考え方について学ぶことで、今後どのように問題に向けて対応したら良いのか考え方が分かった。

記録についても、今現在使用している記録と照らし合わせ、今後問題点の抽出や改善に活かしていきたいと思った。

身近な倫理事例など内容がわかりやすかった 必要となる記録の内容がわかった

難しいと考えていた看護倫理的問題がわかりやすく理解できたこと。また、手術室看護記録の改善を検討していたため、とても参考になりました。

手術室看護師として、倫理観に目を向ける時間が持てずにいました。

業務ができれば看護師として一人前とされており、ただ業務を行うだけの人材教育となっているという点について気づくことができました。

記録については、手術室の看護師としての必要な記録は何かについて、学ぶことができた。

また、記録の構成要素について説明を受けることにより、私たちが記録しなければならない内容について具体的に確認することができました。

記録の時刻が重要なのは分かったが、ルーティンをチェックにしたりパスにしたりしたら、誰がいつやったかが不明確になるのではないかと、自分の理解が追い付かなかった。

また、書き方がいけなかったのかもしれないが、質問の意図が伝わらず悲しかった。

声のトーンや話すスピード、テンポ、説明がわかりやすかったから

特に午後の講義は具体的で実践的な内容だったから
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3．Webセミナーについて

＜参加したい理由＞

WEBが参加しやすいため（５）

集中できてわかりやすい（４）

移動時間がなく、自宅で受けられる（３）

いつも携わる業務の一環だからこそ、正しい知識を得ていないと、違う方向に考えを持ってしまうように思ったため

一定期間の配信研修より、研修を生で受けているという実感がある

自身のスキルアップになり、また、職場でも共有していきたいと思ったため。

モチベーションアップにつながる

自宅や勤務先からの参加が可能なため、参加しやすい。 

WEBセミナーにて以前より講義を簡単に受けやすくなり、興味がある講義受けていきたい

4．今後希望するセミナー

周術期に関するもの

手術看護管理

各診療科別の手術に関する講義。

記録に関する講義は少ないので、もっといろいろお聞きしたいです。

看護倫理は継続してほしい。

接遇や教育指導など

主任看護師向けの、手術室管理初級編

今回、記録に関しての講義内で少し触れていましたが、手術看護記録の監査についてより詳しく説明されるセミナーなどあれば良いなと思います。

急変時の対応について

周術期管理チームの講習を医師からでなく、看護師からのを受けてみたいです。

手術看護でさらにスキルアップができるような内容があれば参加したい

医療安全・現代（コロナ化）手術室の感染対策

周術期管理における意思決定支援

手術室新人看護師育成について（プリセプターの視点から）

術前面談を行うの参考になるセミナー。

5．その他

倫理と記録はそれぞれ別々で開催してほしい。それくらい大切な内容だと思う。

土曜日は半日勤務で休みを取らないとセミナーに参加できないため、休みの人数制限があり受講できないこともある、録画でもいいので、学会の時のように何日間か視聴できる機会を作ってほしい。

参加したセミナーが多いこともあるため、手術室セミナーの内容を年度で少し変えていただきたいです。

講義中や休憩時間に質問を書き込むと、その間の講義を聞きそびれたりその後の講義で質問が解消されたりするので、講義の最後、質疑応答前に、質問を書き込める時間がほしい。

WEBセミナーが多くなっているため受講期間を設けてもらえると勤務希望なく受講できる

受講日が１日限りだと、なかなか勤務都合を合わせるのが難しいので、日程に幅をもたせてほしい
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